３匹のこぶた

キャスト
だいちゃんとナレーション：東
ちゅうちゃんと労働組合チラシをひらひらさせる妖精：木下
しょうちゃん：安部
オオカミ上司とお父さんぶた：紺野

小道具：豚とオオカミの被り物、妖精の衣装、おうちコープのジャンパー、労組のチラシ、　
しょうちゃんは舞台の左そで、それ以外の３人は舞台の右そでにスタンバイ。
歌が聞こえてくる（だいちゃんの「せ～の」の声を合図にその場でみんなでうたう）
♪よってらっしゃい！見てらっしゃい！楽しいお話始まるよ。

　よってらっしゃい！見てらっしゃい！３匹のこぶた現代版。

ナレーション

· あれから・・３匹のこぶたもすっかり大きくなりました。

１番上の大ちゃんは車が大好きだったので、車で荷物を運ぶ会社で働いています。
２番目の中ちゃんは、牛丼やさんでアルバイトをしています。

３番目の小ちゃんは、おうちで掃除・洗濯・ご飯たきと家事一切を任されて忙しい毎日を送っています。

なぜかって？それは、お父さんぶたが働いていた会社をリストラされて、仕事を探さなければならなくなり、これまで専業主婦だったお母さんぶたが近くのスーパーで働くことになったからです。

家の中

お父さん　右から舞台中央に出ながら、　
♪ハローワークも「ハローッ！ワーク」とはいかないよ。
疲れた声で

· ただいま～、ふ～っ。

小ちゃん　左から舞台中央に出ながら、

· お父さん、お帰りなさい。仕事は見つかった？

お父さん

· いやぁ～、ダメだったよ。お父さんの年ではなかなか募集をしていなくてね・・

小ちゃん

· お父さん、元気を出して！お兄ちゃんたちも毎日夜遅くまで働いているし、お母さんもスーパーの仕事にだいぶ慣れたって言ってたよ。僕も少しはお料理が上手になったしさ・・

お父さん

· そうだね、ありがとう。みんながんばってくれているんだね。お父さんもがんばるよ・・

左に下がる。

小ちゃん　小さな声で、
· お兄ちゃんたち毎日帰りが遅いけど、大丈夫かな？体が心配・・
左に下がる。
大ちゃんの会社

大ちゃん　首に巻いたタオルで額の汗を拭きながら右から登場する。大きなため息をついて、

· あ～、疲れたな。今日は荷物を１００個運んだよ！もう、クタクタだよ。おなかはすいたし、早く帰りたいなぁ～。
オオカミ上司　左から怖い声で、

· なにを言ってるんだ！まだ仕事は終わっていないんだぞ。伝票の整理は今日中に終わらせるんだぞ！ちゃんとやらないと給料減らすぞ！

左へ去る。

大ちゃん　べそをかいて、

○グスッ。なかまはやめてくし、僕の仕事は増えるばかりだし・・日曜日も休めない。疲れが取れない、体がきついよ。（両手を天に伸ばして）誰か助けて～。
労働組合のチラシが大ちゃんの前にひらひら落ちてくる。
大ちゃん　そのチラシを手にとって、

· なんだ？労働組合って？

チラシに見入る。

妖精がささやくように
· お仕事、遅くまでやっていませんか？　
大ちゃん

· やってるよ！
妖精
· ちゃんと、お休みしてますか？　
大ちゃん

· 休めないよ！
妖精
· お仕事した分、お給料はもらえていますか？
· 大ちゃん

· 　もらってないよ！仕事のことで困ったときは、相談してください、だって！
自分の体を触りながら
· 僕、このごろやせてきたし・・このままじゃ病気になりそう。相談してみようかな？

チラシを持って、左に去る。

家の中３匹がくつろいでいる。
小ちゃん

· ３人が顔を合わせるのって、久しぶりだね。このごろ、２人とも帰りが遅いけど、からだのほうは大丈夫？

大ちゃん

· うん。僕はまだ大丈夫だけど、なかまがこの前病気になってやめていったんだ。さびしかったよ。僕の仕事はますます増えて・・

大ちゃん　労働組合のチラシを見せながら、

· あっ、そういえば、今日労働組合のチラシを持ってきたんだ。

中ちゃん・小ちゃん同時大きな声でに

· ろうどうくみあい？

大ちゃん

· うん。仕事をたくさんやっても、お給料はいつもおんなじ。疲れて休むこともできないんだ。労働組合なら、僕の困っていることを相談できるらしいよ。

中ちゃん

· あっ、僕聞いたことがあるよ。僕の働いている牛丼やのチェーンでお店を新しくするという理由で、そこで働いていたアルバイトをみんな辞めさせたんだって。

大ちゃん・小ちゃん

· ひどい！

中ちゃん

· だろう？そのときそのアルバイトみんなが労働組合に入って、そこの社長さんたちと話し合って、また元通り働けるようになったんだって。それに残業代も全部もらえるようになって、みんな大喜びさ！
大ちゃん・小ちゃん一緒に拍手をして、

· すごい！すごいね！よかったね！

大ちゃん

· 労働組合って、僕らを助けてくれるんだね。

小ちゃん

· そう言えば、この前読んだ憲法の本に書いてあったよ。

大ちゃん・中ちゃん同時に大きな声で、

· けんぽう！

小ちゃん

· そう、僕たちの国には憲法って言うのがあるんだよ。憲法は僕たちを守ってくれる１番大事な法律なんだって。その中に労働組合のことも書いてあった。

大ちゃん・中ちゃん

· 法律？僕たちを守ってくれるの？

小ちゃん

· そうだよ！労働組合に入ると会社の社長さんたちと仕事のことやお給料のことも話し合う権利があるんだって。

大ちゃん・中ちゃん

· 権利か！

大ちゃん

· なんだか、僕元気が出てきたよ。よしっ、労働組合に明日相談してみるよ。
中ちゃん・小ちゃん

· がんばれ大ちゃん！僕らも応援するぞ！

全員登壇して歌う。

♪オオカミなんか、怖くない。

ひとりじゃないよ、大ちゃんは・・

労働組合に入ったら、なかまがたくさん待ってるよ。

みんなで団結がんばろう、

みんなで団結、がんばろう、おしまい。

